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【 請 求 項 １ 】
　 環 状 オ レ フ ィ ン 系 樹 脂 を 主 成 分 と す る 偏 光 子 保 護 フ ィ ル ム で あ っ て 、 応
力 緩 和 率 が ７ ％ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 偏 光 子 保 護 フ ィ ル ム 。
　

【 請 求 項 ２ 】
　 引 張 弾 性 率 が ９ ０ ０ Ｍ Ｐ ａ 以 上 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 偏 光 子 保 護 フ ィ
ル ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 偏 光 子 保 護 フ ィ ル ム が 偏 光 子 の 少 な く と も 一 方 の 面 に 積 層 さ
れ て い る こ と を 特 徴 と す る 偏 光 板 。
【 請 求 項 ４ 】
　 液 晶 セ ル に 偏 光 板 が 積 層 さ れ て な る 液 晶 表 示 装 置 で あ っ て 、 液 晶 セ ル 、 偏 光 子 保 護 フ ィ
ル ム 、 偏 光 子 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 偏 光 子 保 護 フ ィ ル ム が こ の 順 に 積 層 さ れ て な る こ
と を 特 徴 と す る 液 晶 表 示 装 置 。

以 下 に 定 義 す る

幅 ２ ０ ｍ ｍ の 短 冊 状 試 験 片 を 、 引 張 試 験 機 に チ ャ ッ ク 間 距 離 が １ ０ ０ ｍ ｍ に な る よ う に
セ ッ ト し 、 引 張 速 度 １ ｍ ｍ ／ ｍ ｉ ｎ で 伸 長 さ せ 、 ９ ． ８ Ｍ Ｐ ａ の 引 張 応 力 が か か っ た 時 点
で 伸 長 を 停 止 さ せ 、 停 止 後 ３ 時 間 経 過 時 点 の 引 張 応 力 Ｓ ３ Ｈ （ Ｍ Ｐ ａ ） を 読 み 取 り 、 次 式
に よ り 応 力 緩 和 率 を 算 出 す る 。
　 　 応 力 緩 和 率 （ ％ ） ＝ 〔 （ ９ ． ８ － Ｓ ３ Ｈ ） ÷ ９ ． ８ 〕 × １ ０ ０
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